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田
辺
眞
人
先
生
の
人
気
講
座

「
地
域
と
暮
ら
し
の
兵
庫
学
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
兵
庫
県
の
風
土

が
生
み
出
し
た
独
自
の
地
域
文

化
や
生
活
文
化
の
中
か
ら
、
改

め
て
歴
史
的
に
県
域
を
考
え
る

講
座
と
し
て
平
成
29
年
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。今
年
度
は「
兵

庫
県
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史

か
ら
」
と
題
し
、
４
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
催
し
ま
す
。

　

当
協
会
友
の
会
会
員
は
一
般

の
方
よ
り
も
一
足
早
く
、
７
月

１
日
か
ら
優
先
受
付
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
県
立
美
術
館

「
芸
術
の
館
友
の
会
」
及
び
県

立
歴
史
博
物
館
友
の
会
会
員
も

同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
等
に

よ
り
、
追
加
募
集
を
す
る
場
合

人
・
佐
藤
清
が
大
正
一
二
年

に
出
版
し
た
「
海
乃
詩
集
」

所
収
の
「
憧
憬
」
の
一
節
で

あ
る
。
佐
藤
は
関
西
学
院
大

学
の
教
授
で
、
現
在
の
神
戸

市
灘
区
岩
屋
在
住
。
当
時
、

関
学
は
原
田
の
森
に
あ
っ
た

の
で
、
今
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ロ
ー
ド
の
坂
道
が
彼
の
通
勤

経
路
だ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
眼
下
に
は
白
砂
青
松
の

敏み
ぬ
め馬

の
浜
。
現
在
の
国
道
２

号
線
以
南
、
つ
ま
り
Ｈ
Ａ
Ｔ

神
戸
一
帯
に
は
広
々
と
海
が

広
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
昭

和
六
年
、
阪
神
電
鉄
の
岩
屋

駅
以
西
の
地
下
化
工
事
に
伴

い
、
浜
の
埋
立
が
始
ま
り
、
以

後
、
一
帯
は
一
大
製
鉄
地
帯

へ
と
姿
を
変
え
た
。

｢

海
乃
詩
集
」
に
は
、
こ
ん

な
一
篇
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

︿
海か

い
て
い底

ふ
か
く
お
も
い
か
ら

だ
が
／
潮し

ほ
に
ゆ
ら
れ
て
ど
う

も
な
ら
ぬ
。
／
逆さ

か
さ
ま
に
沈し

づ

ん
で
立た

つ
て
い
る
船ふ

ね
は
／
暴ぼ

う

風ふ
う

の
や
う
な
聲こ

ゑ
を
あ
げ
て
ゐ

る
。﹀（「
潜
水
夫
の
夢
」冒
頭
）

　

芦
屋
の
画
家
・
吉
原
治
良

が
昭
和
六
年
頃
に
潜
水
夫
を

描
い
た
絵
が
あ
る
が
、
私
は

こ
の
詩
を
読
む
度
に
そ
の
奇

妙
な
風
体
を
思
い
起
こ
す
。

近
代
化
に
向
け
て
慌
し
く
変

貌
す
る
海
港
都
市
の
姿
に
、

詩
人
は
何
か
の
暗
示
を
得
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

か
く
言
う
私
も
、
こ
の
四

月
か
ら
原
田
の
森
で
働
き
始

め
た
。百
年
前
、こ
こ
に
い
た
詩

人
の
ま
な
ざ
し
を
感
じ
な
が

ら
、
海
を
横
目
に
同
じ
坂
道

を
上
り
下
り
し
て
い
る
。（
Ｋ
Ｋ
）

　
︿
い
く
に
ち

も
、
い
く
に
ち

も
、
海う

み
に
の
ぞ

み
、
／
海う

み
を
眺な

が

め
て
あ
こ
が
れ

た
心こ

こ
ろ

﹀

　

こ
れ
は
、
詩

が
あ
り
ま
す
。

【
講
師
】
田
辺
眞
人
（
園
田
学

園
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
阪
神

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
学
長
）

【
日
時
・
内
容
】

①
10
月
21
日
㈭
14
時
／
近
代
阪

神
間
の
街
づ
く
り
か
ら

②
11
月
18
日
㈭
14
時
／
文
明
開

化
の
背
景

③
１
月
20
日
㈭
14
時
／
日
本
初

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

④
３
月
17
日
㈭
14
時
／
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
嘉
納
治
五
郎

※
進
行
状
況
に
よ
り
内
容
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
受
講
料
】
４
回
セ
ッ
ト
券
／

一
般
４
０
０
０
円
、
会
員
２
０

０
０
円
※
10
月
以
降
、
定
員
に

余
裕
が
あ
る
場
合
は「
1
回
券
」

を
販
売
し
ま
す
。
一
般
１
０
０

０
円
、
会
員
６
０
０
円

【
受
付
開
始
日
】
一
般
／
７
月

12
日
㈪
、
会
員
／
７
月
１
日
㈭

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け
ん

  

田
辺
眞
人
氏
に
よ
る

地
域
と
暮
ら
し
の
兵
庫
学

地
域
と
暮
ら
し
の
兵
庫
学

受
講
生
を
募
集
　
　

友
の
会
会
員
　
優
先
受
付
7
月
1
日
〜

「
心
の
ぬ
く
も
り
と
手
づ
く

り
の
美
し
い
文
化
を
未
来
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
普
段
の
生
活
か

ら
創
り
出
さ
れ
た
、
ぬ
く
も
り

の
あ
る
手
工
芸
作
品
を
全
国
か

ら
募
集
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン

ク
ー
ル
。
よ
り
多
く
の
方
々
か

ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

【
資
格
】
手
工
芸
を
愛
好
す
る

女
性
（
年
齢
を
問
わ
ず
応
募
い

た
だ
け
ま
す
）

【
応
募
作
品
部
門
】

◇
紙
工
芸
部
門
◇
ち
ぎ
り
絵
、

切
り
絵
、ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、

シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
デ
コ
パ

ー
ジ
ュ
）、
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー

　

等
◇
布
工
芸
部
門
◇
押
絵
、
つ
ま

み
絵
、
布
人
形
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
ア
ッ
プ
リ
ケ
、
モ
ラ
工
芸
、

造
花
（
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
）　

等

◇
糸
工
芸
部
門
◇
服
飾
、編
物
、

マ
ク
ラ
メ
、
し
し
ゅ
う
全
般
、

ダ
ネ
ラ
工
芸
、
レ
ー
ス
編
み
、

組
ひ
も
、
飾
り
結
び　

等

◇
工
芸
Ⅰ
部
門
◇
木
彫
、
か
ず

ら
工
芸
、
工
芸
盆
栽
、
陶
芸
、

粘
土
工
芸
、
銀
細
工
、
銀
線
七

宝
、
革
工
芸　

等

◇
工
芸
Ⅱ
部
門
◇
押
し
花
ア
ー

ト
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
カ
ー

ビ
ン
グ
、
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
、
ト

ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
そ
の
他

【
応
募
作
品
︼
創
作
で
未
発
表

の
作
品
＊
１
人
何
点
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

【
作
品
規
格
】
平
面
＝
２
４
０

㌢
以
内
（
幅
の
制
限
な
し
）、

立
体
＝
高
さ
１
５
０
㌢
×
幅
１

０
０
㌢
×
奥
行
60
㌢
以
内
＊
規

格
外
の
作
品
は
不
可

【
出
品
料
】
１
点
に
つ
き
２
０

０
０
円

【
締
切
】
９
月
30
日
㈭

【
賞
】
文
部
科
学
大
臣
賞
、
兵

庫
県
知
事
賞
、
兵
庫
県
議
会
議

長
賞　

ほ
か

【
応
募
方
法
】
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵

送
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
当
協
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
展
覧
会
会
期
】
11
月
19
日
㈮

階
大
展
示
室

【
表
彰
式
】
11
月
21
日
㈰
、
13

時
～
、
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー

別
館
４
階
４
０
１
号
室
※
状
況

に
よ
り
実
施
し
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
】
当

協
会
文
化
振
興
部
☎︎
 ０
７
８
・

３
２
１
・
２
０
０
２

ふれあいの祭典

第33回全国手工芸コンクール
in ひょうご

作品募集中 締切9月30日㈭

～
21
日
㈰

（
３
日
間
）、

10
時
～
17

時
（
最
終

日
は
15
時

ま
で
）

【
場
所
】

原
田
の
森

ギ
ャ
ラ
リ

ー
本
館
２

昨年度の文部科学大臣賞受賞作品
布工芸部門　「いつまでも大切にし
たい思い出」　藤原かよ子さん

　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
家
と
し

て
世
界
的
に
活
躍
し
た
ア
ル
ヴ

ァ
・
ア
ア
ル
ト
（
１
８
９
８-

１
９
７
６
）
に
は
25
年
間
に
わ

た
り
デ
ザ
イ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
対
等
な
関
係
に
あ
っ
た
妻

ア
イ
ノ
・
ア
ア
ル
ト
（
１
８
９

４-

１
９
４
９
）が
い
ま
し
た
。

現
在
、
ア
ル
ヴ
ァ
の
業
績
と
さ

れ
て
い
る
多
く
の
作
品
に
は
、

ア
イ
ノ
の
思
想
が
多
分
に
生
か

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
二
人
は
「
日

常
の
暮
ら
し
に
こ
そ
デ
ザ
イ
ン

が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
思
想

か
ら
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
環
境

特
性
に
基
づ
き
、
自
然
の
モ
チ

ー
フ
を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン

で
建
築
設
計
の
ほ
か
、
家
具
、

グ
ラ
ス
ウ
ェ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
な

ど
現
在
も
愛
さ
れ
る
名
品
を
数

多
く
残
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
互
い
に
影
響
し

あ
い
、
補
完
し
あ
い
な
が
ら
制

作
を
行
っ
た
ア
ア
ル
ト
夫
妻
の

業
績
を
、
二
人
の
出
会
い
か
ら

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
潮
流
を
受
け
て

機
能
主
義
へ
と
至
り
、
更
に
国

際
舞
台
で
の
活
躍
に
続
く
過
程

だ
し
８
月
９
日
（
月
・
振
休
）

は
開
館
し
、
翌
10
日
㈫
休
館

【
観
覧
料
】
一
般
１
６
０
０
円

（
当
協
会
友
の
会
会
員
は
１
４

０
０
円
）、
70
歳
以
上
８
０
０

円
、
大
学
生
１
２
０
０
円
、
高

校
生
以
下
無
料

【
場
所
】
兵
庫
県
立
美
術
館
☎︎
 

０
７
８
・
２
６
２
・
１
０
１
１

アルヴァ・アアルト　41 アームチェア パイミオ
1932年（design）Alvar Aalto Foundation

Photo:Tiina Ekosaari

を
ご
紹
介
し

ま
す
。

【
会
期
】
７

月
10
日
㈯
～

８
月
29
日
㈰

【
開
館
時
間
】

10
時
～
18
時

（
金
・
土
曜

日
は
20
時
ま

で
）、
入
場

は
閉
館
の
30

分
前
ま
で

【
休
館
日
】

月
曜
日
、
た

兵庫県立美術館兵庫県立美術館
　  特別展

アイノとアルヴァ 二人のアアルアイノとアルヴァ 二人のアアルトト
フィフィンランドンランド--建築・デザインの神話建築・デザインの神話

7月10日㈯～8月29日㈰　

S
ソーシャルネットワーキングサービス

NS はじめました！

インスタグラム

フェイスブック

ツイッター

ユーチューブ

兵
庫
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
動
画
を
配
信
中
！

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
！

動画配信はこちらをチェック！

兵 庫 県 知 事 選 挙
投票日

投票時間 午前7時～午後8時　（一部の地域を除く）

そろって投票しましょう ! !

7 月  18 日　（日）
　投票日当日、仕事、買い物、レジャーなどの予定
がある方は、期日前投票をすることができます。
　新型コロナウイルス感染症予防の観点から、期
日前投票を積極的にご利用ください。

　【期日前投票のできる期間】
7月2日㈮～7月1７日㈯

詳しくは、住所地等の市区町選挙管理委員会へお問い合わせ下さい。

田辺先生からのコメント

　日本最初のマラソン大会
は、明治42（1909）年に神戸・
大阪間で実現しました。出
発地は神戸東遊園地から
新開地に変更、ゴールは新
淀川の西成大橋で、コース
は明治後期に建設された道

路でしたから、明治後期の阪神間の街づくりの歴
史と深い関係がありました。コースが横断してい
た御影は、東洋人初の国際オリンピック委員・嘉
納治五郎の生誕地でした。しかも偶然、その大会
は治五郎がオリンピック委員に就任した年に行
われています。講座ではオリンピックやマラソン
のモデルとなった古代ギリシャ史を一考し、古代
ギリシャ史の画期的な研究を始めた猪名川出身
の粟野頼之祐博士にもふれたいと思います。

田辺眞人氏
昨年の講座風景

み
ん
ホ
ー
ル

【
定
員
】
１
８
０
人

（
先
着
順
）

【
申
込
方
法
】
氏
名
、

ふ
り
が
な
、〒
住
所
、

電
話
番
号
、
友
の
会

会
員
の
方
は
会
員
番

号
を
ご
記
入
の
う

え
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申

込
み
】
当
協
会
文
化

振
興
部
☎︎
 ０
７
８
・

３
２
１
・
２
０
０
２

宛
先
詳
細
は
２
面

本
展
の
展
覧
会
特
別
鑑
賞

講
座
を
8
月
18
日
に
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。



毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・ ７ 月号  令和 3 年 7 月 1 日  ⑵

兵庫県民会館けんみんホールで開催

～新進芸術家に発表の場を!!～

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズリサイタルシリーズ

中村 友希乃

杉田 恵理

　

令
和
2
年
度
「
亀
高
文
子

記
念
│
赤
艸
社
賞
」
受
賞
者

・
柴
田
知
佳
子
さ
ん
の
展
覧

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
亀
高
文
子
記
念
│
赤
艸
社

賞
」
は
、
1
9
2
4
年
に
神

戸
で
最
初
の
女
性
の
た
め
の

画
塾
・
赤
艸
社
女
子
洋
画
研

究
所
を
設
立
し
た
画
家
・
亀

高
文
子
氏
に
ち
な
む
も
の
で
、

い
。

【
会
期
】
7
月

19
日
㈪
～
8
月

1
日
㈰

【
開
館
時
間
】

9
時
～
21
時

【
休
館
日
】
会

期
中
無
休

女
性
洋
画
家
を
対
象
と
し
て

平
成
4
年
度
に
創
設
さ
れ
、

当
協
会
が
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

柴
田
さ
ん
は
本
紙
5
月
号

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
圧
倒
的
な
存
在
感
を
放

つ
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

【
観
覧
料
】
無
料

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
1

階
特
別
展
示
室
ガ
ラ
ス
前
壁

面
※
展
示
室
内
に
は
入
れ
ま

せ
ん

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文

化
振
興
部

文化振興部

（
公
財
）兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
6
5
0
︲
0
0
1
1
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
4
︲
16
︲
3

お申し込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXsinkoubu@
hyogo-arts.or.jp

メール

https://hyogo-arts.or.jp

将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
発

表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
気
軽
に
良
質
な
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
新
進

芸
術
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
」

を
毎
月
１
回
、
兵
庫
県
民
会

館
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

30
分
（
時
間
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
）

【
出
演
】
ヴ
ィ
オ
ラ
／
杉
田

恵
理
、
ピ
ア
ノ
／
吉
武
優
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
清
永
あ
や

杉
田
恵
理
＝
神
戸
市
出
身
。

桐
朋
学
園
大
学
、
ク
ロ
ン
ベ

ル
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ベ
ル
リ

ン
芸
術
大
学
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ

ー
音
楽
大
学
卒
業
。
ク
ァ
ル

テ
ッ
ト
・
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ウ

キ
ョ
ウ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
放

送
響
副
首
席
奏
者
等
で
活

動
。
Ａ
Ｒ
Ｄ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞
、
オ

ー
ラ
ン
ド
国
際
弦
楽
四
重
奏

コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
、
京
都
青

山
音
楽
賞
バ
ロ
ッ
ク
ザ
ー
ル

賞
な
ど
多
数
受
賞
。

【
予
定
曲
目
】
ガ
ー
シ
ュ
イ

ン
／
３
つ
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド

（
ヴ
ィ
オ
ラ
版
）、
ブ
ラ
ー
ム

  

８　

月　

Ｖ
ｏ
ｌ
.3７

杉
田
恵
理
と
仲
間
た
ち

~
吉
武
優
・
清
永
あ
や
を
迎

え
て
~

【
日
時
】
８
月
６
日
㈮
18
時

ス
／
ヴ
ィ
オ
ラ
ソ
ナ
タ
第
１

番
ヘ
短
調
作
品
１
２
０

ほ
か

【
入
場
料
】
２
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
広
川
英
男

（
池
坊
）

  

９　

月　

Ｖ
ｏ
ｌ
.3８

中
村
友
希
乃　

ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
９
月
24
日
㈮
18
時

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

中
村
友
希
乃
、
ピ
ア
ノ
／
横

山
瑠
佳

中
村
友
希
乃
＝
神
戸
市
出

身
。
第
64
回
全
日
本
学
生
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
バ

イ
オ
リ
ン
部
門
中
学
校
の
部

第
３
位
及
び
横
浜
市
民
賞
受

賞
。
ク
ロ
ス
タ
ー
シ
ェ
ー
ン

タ
ー
ル
国
際
バ
イ
オ
リ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
（
独
）
に
て
第
１

位
及
び
バ
ッ
ハ
特
別
賞
受
賞
。

東
京
藝
術
大
学
学
内
に
て
安

宅
賞
、
宮
田
亮
平
賞
、
同
声

会
賞
、
ア
カ
ン
サ
ス
音
楽
賞

受
賞
。
そ
の
他
受
賞
多
数
。

【
入
場
料
】
２
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
柳
ひ
と
み

（
専
正
池
坊
）

  

９　

月　

Ｖ
ｏ
ｌ
.3９

宇
治
澤
一
光　

ピ
ア
ノ
・

リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
９
月
30
日
㈭
18
時

30
分

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
宇
治
澤

一
光宝

塚
市
出
身
。
６
歳
よ
り

ピ
ア
ノ
を
始
め
る
。
兵
庫
県

立
西
宮
高
等
学
校
音
楽
科
、

東
京
藝
術
大
学
を
経
て
、
現

在
フ
ラ
ン
ス
パ
リ
国
立
高
等

音
楽
院
に
て
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・

ダ
ル
ベ
ル
ト
の
下
で
研
鑽
を

積
む
。
第
27
回
宝
塚
ベ
ガ
ホ

ー
ル
コ
ン
ク
ー
ル
最
年
少
第

１
位
。
同
ホ
ー
ル
に
て
リ
サ

イ
タ
ル
を
行
い
好
評
を
博
す
。

【
入
場
料
】
大
人
２
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
０
０
０

円＊
い
け
ば
な
／
稲
泉
千
永

（
千
草
真
流
）◇

◆
◇

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
兵
庫
県
民
会

館
１
階
フ
ロ
ン
ト
で
購
入
い

た
だ
け
ま
す
。
当
協
会
友
の

会
会
員
は
入
場
料
が
１
割
引

に
な
り
ま
す
。
購
入
時
に
会

員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

講座の様子

　

播
磨
学
研
究
所
運
営
委
員

兼
研
究
員
・
埴
岡
真
弓
先
生

に
よ
る
人
気
講
座
「
ふ
る
さ

ま
す
。
中
世
の
播
磨
の
伝
説

や
文
化
、
逸
話
な
ど
を
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
現

地
講
座
も
含
め
全
７
回
開
催

予
定
で
す
。
途
中
の
回
か
ら

の
受
講
も
可
能
で
す
。

【
講
師
】
埴
岡
真
弓
（
播
磨

学
研
究
所
運
営
委
員
兼
研
究

員
）

【
日
時
・
内
容
】

①
９
月
８
日
㈬
14
時
／
キ
リ

シ
タ
ン
大
名
・
高
山
右
近

②
10
月
13
日
㈬
14
時
／
現
地

講
座
（
明
石
）・
船
上
城
と

城
下
町

と
の
歴
史
講
座　

姫
路
校
」。

今
年
度
は
９
月
か
ら
開
講
し

③
11
月
10
日
㈬
14
時
／
「
王

の
舞
」
と
い
う
祭
礼
芸
能

④
12
月
８
日
㈬
14
時
／
長
者

伝
説
と
そ
の
周
辺

⑤
１
月
12
日
㈬
14
時
／
「
風

土
記
」
の
求
婚
物
語

⑥
２
月
９
日
㈬
14
時
／
姫
路

の
名
君
・
榊
原
忠
次

⑦
３
月
９
日
㈬
14
時
／
城
下

町
を
さ
ま
よ
う
化
け
犬

立
歴
史
博
物
館
友
の
会
会
員

も
可
）

【
申
込
方
法
】
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、〒
住
所
、電
話
番
号
、

友
の
会
会
員
の
方
は
会
員
番

号
を
ご
記
入
の
う
え
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
当
協

会
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
】
当

協
会
文
化
振
興
部　

生
活
文
化
大
学

生
活
文
化
大
学

ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座

ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座 

姫
路
校

姫
路
校 

99
月
開
講

月
開
講

昨年の現地講座（須磨寺）

【
場
所
】
①
兵
庫
県
立

歴
史
博
物
館
②
現
地
講

座
／
明
石
市
（
林
崎
・

船
上
界
隈
）
③
～
⑦
日

本
城
郭
研
究
セ
ン
タ
ー

【
年
間
受
講
料
】
一
般

／
１
１
２
０
０
円
、
友

の
会
会
員
／
８
４
０
０

円
（
県
立
美
術
館
「
芸

術
の
館
友
の
会
」、
県

宇治澤 一光

☆
抽
選
で
各
リ
サ
イ
タ

ル
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
組

10
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

☆
友
の
会
会
員
を
別
途

ご
招
待
。
各
リ
サ
イ
タ

ル
お
一
人
様
２
枚
ま
で
。

応
募
方
法
は
本
紙
３
面

７
月
14
日
㈬
必
着

  令和2年度令和2年度
「亀高文子記念-赤艸社賞「亀高文子記念-赤艸社賞」」受賞記念受賞記念

柴田知佳子 展柴田知佳子 展
兵庫県民会館で7月19日(月) ～兵庫県民会館で7月19日(月) ～

「Tangible Light」 2021年制作

　

受
講
生
は
兵
庫
県
立
美
術

館
の
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
に

入
場
後
、
講
師
の
柏
木
知
子

学
芸
員
か
ら
ス
ラ
イ
ド
資
料

を
用
い
た
作
品
解
説
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

受
講
生
は
展
示
室
へ
移
動

し
、
両
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作

品
を
鑑
賞
。
柏
木
学
芸
員
は

展
示
室
を
回
遊
し
な
が
ら
、受

講
生
か
ら
の
質
問
に
丁
寧
に

答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
「
作
品
解

説
の
後
、
す
ぐ
に
生
の
作
品

を
観
た
の
で
、
い
つ
も
な
ら

見
落
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な

細
や
か
な
と
こ
ろ
ま
で
興
味

を
持
っ
て
鑑
賞
で
き
た
」「
頴

川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
当
て
に

申
し
込
ん
だ
が
、
興
味
が
な

か
っ
た
篆
刻
の
説
明
を
聞

き
、
普
段
な
ら
じ
っ
く
り
観

る
こ
と
の
な
い
作
品
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
て
、
視
野
が

広
が
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鑑
賞

の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
こ

と
で
作
品
を
愛
で
る
視
点
が

広
が
り
、
素
敵
な
体
験
を
受

講
生
の
方
々
と
共
有
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

展
覧
会
特
別
鑑
賞
講
座

~
頴
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・

　
　
　
　
　

梅
舒
適
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
受
贈
記
念
展
~

担
当
ス
タ
ッ
フ
レ
ポ
ー
ト

担
当
ス
タ
ッ
フ
レ
ポ
ー
ト

〒679-0187　兵庫県加西市豊倉町飯森1282-1
TEL（0790）47-1182  FAX（0790）47-1561

兵庫 フラワーセンター 検索

食 虫 植 物 特 別 展 示食 虫 植 物 特 別 展 示

●食虫植物特別展示　7/17　～　9/7
　　　　　～100種類　1‚000株　
●食虫植物教室【要予約】　　　７/25・８/1（各日13：00 ～ ）
●食虫植物寄せ植え教室【要予約】　　　  ８/14（13：00 ～ ）
●フラワーセンター野鳥写真展　色・鳥・撮　-IroToriDori-　　
                                       ７/10 ～ ８/1
●植物スケッチ教室【要予約】　　　　　 ７/11（10：00 ～ ）
●フラワーセンターに咲く花写真展　～春夏編 ８/７ ～ ８/20
●フラワーセンターに咲く花写真展　～秋冬編 ８/21 ～ ９/７

園内には、　　　　　　　　　　　もあります。☎ (0７９0)4７-2212



㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

物 情 報
イベントガイド催

☆ 記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
割引は原則として本人のみ適用。

但馬但馬

丹波丹波
阪神北阪神北

阪神南阪神南

中播磨中播磨

淡路淡路

西播磨西播磨

東播磨東播磨
北播磨北播磨

神戸神戸

①希望プレゼント名②希望枚数（2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送
をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

プレゼントのご応募について 〒650－0011 神戸市中央区下山手通4－16－3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX 078-321-2139

毎月 1 回 1 日発行すずかけ・ ７ 月号⑶　令和３年７月１日

リで他界された姫路市出身の世界的
デザイナー・髙田賢三氏の追悼展。髙
田氏の功績を、デザイン画のパネル展
示や姫路市所有の舞台衣装、映像な
どで振り返ります。「アクリエひめじ」
大・中ホールの緞帳は髙田氏デザイ
ン。9月開館。◯場アクリエひめじ4階会
議室問姫路市文化コンベンション推進
室☎ 079・221・2064

但　　　　　馬
■かこさとし絵本展 in豊岡 ～絵本か
ら再発見！ 豊岡の魅力～
㊐7月17日㈯～9月26日㈰◯時9時30分
～17時、入館は16時30分まで㊡水曜
日◯料一般600円、大高生400円、中小
生200円◯内「だるまちゃんとてんぐちゃ
ん」「からすのパンやさん」などで知ら
れる絵本作家・かこさとし氏。本展で
は、コウノトリと共生する社会の姿が
描かれた「コウノトリのコウちゃん」の
原画（全国初！全場面公開）と、その他
の作品の複製画を展示します。また、絵
本に関連して、コウノトリ野生復帰への取
り組みをはじめ、豊岡市の自然・文化を
紹介する資料も展示します。◯場問豊岡
市立美術館―伊藤清永記念館―☎ 0796
・52・5456

丹　　　　　波
■夏期特別展「剣と鎧の恐竜展」
㊐7月22日㈭～9月2日㈭◯時10時～17
時、入館は16時30分まで㊡会期中無休
◯料大人210円、中小生100円、小学生
未満無料◯内剣のついた尾をもつステゴ
サウルスや、鎧をまとったアンキロサウ
ルスの仲間たち。それぞれの時代に生
息していた肉食恐竜に対抗するため、
全身を武装した植物食恐竜たちの進
化に迫ります。◯場問丹波市立丹波竜化
石工房「ちーたんの館」☎ 0795・77
・1887

淡　　　　　路
■特別展「信頼への道～日本における
ロシア人」
㊐8月30日㈪まで◯時10時～17時㊡火曜
日◯料大人500円（友の会会員は400円）、
大高生300円、中小生200円◯内日本にと
って永遠の隣人、ロシア。互いが思い描
く相手の姿は、不幸にも二国間で生じ
た否定的な出来事によって影響を受け
ることもありました。本展では、ロシア
と日本の間に信頼の橋をかけるため、
困難な道を切り開いたロシアの先人た
ちの姿をパネルと元駐日大使A・N・パ
ノフ氏が制作した映像で紹介します。
外務省「日露地域交流年2020-2021」
の対象事業。◯場問高田屋嘉兵衛館・歴
史文化資料館〔菜の花ホール〕☎ 0799
・33・0354

ロイデ合唱団☎ 078・382・2613

阪 神 南・北
スポーツ展 ～芦屋・阪神間のス
ポーツの歴史と未来～

㊐8月29日㈰まで◯時10時～17時、入館
は16時30分まで㊡月曜日、ただし8
月9日は開館し翌10日休館◯料一般700
円、65歳以上350円、大高生500円、中
学生以下無料◯内1948年、学生横綱・投
擲選手であった猿丸吉左衛門（吉雄）
が、芦屋市長に就任。「スポーツマ
ン市長」として知られ、現代の「生
涯スポーツ」の先駆者として老若男
女スポーツに親しめる環境づくりを目
指しました。本展では、芦屋が生んだ
数多くのスポーツ競技に貢献した人物
や学校などの功績を貴重な資料ととも
に紹介するとともに、「スポーツのま
ち」芦屋から人々に希望を与える力
を持つスポーツの歴史や魅力を振り
返る展示を行います。◯場問芦屋市立美
術博物館☎ 0797・38・5432★5組10人
に。14日㈬必着

東・北 播 磨
■企画展「古墳礼讃―古墳ってこんな
にあるの―」
㊐9月5日㈰まで◯時9時30分～17時、入
館は16時30分まで㊡月曜日、ただし8
月9日は開館し翌10日休館◯料大人200
円、中小生100円◯内古墳時代（3世紀中
頃から7世紀代）の小野市はどうだっ
たのか。小野市を代表する王塚古墳（
県史跡）をはじめとする豊富な出土
遺物を一堂に展示し、当時の地域社
会を解明します。◯場問小野市立好古館
☎ 0794・63・3390

中・西 播 磨
日本の心象　刀剣、風韻、そして
海景

㊐7月3日㈯～9月5日㈰◯時10時～17時、
金・土曜日および7月22日㈭は20時ま
で。入場は閉館の30分前まで㊡月曜
日、ただし8月9日は開館し翌10日休館
◯料一般1200円、大高生600円、中小生
200円◯内本展は、国宝「明石国行」はじ
め国内の名刀49口を紹介する「第一章 
刀剣の光陰」、現代の刀匠と鍛冶師・
明珍兄弟によるインスタレーションと
現代美術作家・杉本博司氏の写真作品
「海景」シリーズを展観する「第二章 
風韻、そして海景」、城・美術館・庭園
が一体となる庭園アートプロジェクト「
第三章 たまはがねの響」の三部から構
成。刀剣の刃文の美を手掛かりに、日
本の風土が培ってきた深淵にして豊穣
な心象風景を探求します。◯場問姫路市
立美術館☎ 079・222・2288★5組10人
に。14日㈬必着

■“夢”髙田賢三展
㊐7月11日㈰～8月15日㈰◯時10時～17
時、入場は16時30分まで㊡火曜日（8
月10日は開催）◯料無料◯内昨年10月にパ

㊐8月22日㈰まで◯時10時～18時、入場
は17時30分まで㊡月曜日、ただし祝休
日の場合は翌平日◯料一般700円(友の会
会員は550円)、大学生550円、70歳以
上350円、高校生以下無料◯内今年から
来年にかけて国内外で横尾忠則の大規
模な個展が開催予定。横尾作品が収
蔵庫から消えても企画展は開催でき
るのか？ 3名の学芸員が収蔵品の中か
らそれぞれの「推し作品」への愛情を
語ります。

神　　　　　戸
特別展「原田治展『かわいい』の
発見」

㊐7月3日㈯～8月29日㈰◯時10時～18
時、入館は17時30分まで㊡月曜日、た
だし8月9日は開館し翌10日休館◯料一
般1000円、65歳以上・大学生500円、
高校生以下無料◯内1970年代後半から90
年代にかけて、女子中高生を中心に爆
発的な人気を博した「OSAMU GOODS」
の生みの親、原田治（1946-2016）。
本展では、イラストレーターとして活
動するきっかけとなった、1970年代、
雑誌「an・an」の仕事をはじめとして、
広告･出版･各種グッズなど多分野にわ
たる作品を中心に、幼少期～20代前半
の初期資料や、エッセイ集『ぼくの美
術帖』関連資料も交えて展示し、時代
を超えて愛される、原田治の全貌に迫
ります。◯場問神戸ファッション美術館
☎ 078・858・0050★5組10人に。14日
㈬必着

伊能図上呈200年記念特別展 「伊
能忠敬」

㊐7月10日㈯～8月29日㈰◯時9時30分
～17時30分、金・土曜日は19時30分
まで。入場は閉館の30分前まで㊡月曜
日（ただし8月9日は開館）、8月3日㈫
、8月10日㈫◯料一般1400円（友の会会
員は1200円）、大学生700円、高校生
以下無料◯内伊能忠敬があしかけ17年を
要した測量事業の成果である「大日本
沿海輿地全図」が幕府に上呈されてか
ら今年で200年。本展では、最新の科
学研究調査の成果を踏まえながら、
忠敬らによって作製された地図やその
写しを展示し、忠敬の足跡を振り返り
ます。◯場問神戸市立博物館☎ 078・391
・0035★5組10人に。14日㈬必着

■神戸フロイデ合唱団 
2021サマーコンサート 二大レクイエ
ムの夕べ
㊐7月15日㈭◯時18時30分◯料 S席6000円、A
席5000円、B席4000円、C席3000円（全
席指定）出指揮／亀井正比古、ソプラ
ノ／老田裕子、アルト／山田愛子、テ
ノール／藤田卓也、バリトン／田中由
也、管弦楽／関西フィルハーモニー管
弦楽団、合唱／神戸フロイデ合唱団◯場神
戸国際会館こくさいホール問神戸フ

■第34回 書道玄燿展〈1・2階〉㊐7月
3日㈯～5日㈪◯時10時～17時、初日と最
終日は～16時◯料無料◯内書約400点
■兵庫県高等学校選抜書道展〈1階〉
㊐7月14日㈬～17日㈯◯時10時～17時、
初日は13時～、最終日は～15時◯料無
料◯内書約30点
■第54回 兵庫県平和美術展〈2階〉
㊐7月21日㈬～25日㈰◯時10時～18時、
最終日は～17時◯料無料◯内油彩、水彩、
工芸、水墨画ほか約200点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈1階ロビー〉加茂夏来 ヴァイオリン
コンサート㊐7月10日㈯14時◯料無料出
ヴァイオリン／加茂夏来、ピアノ/安
岡志歩＊いけばな／冨士聡子（兵庫県
いけばな協会／華精流）
■兵庫県写真作家協会新進作家選抜展
〈1階サロン内〉㊐7月31日㈯まで◯時10
時～17時、最終日は～16時㊡水・日曜
日◯料無料◯内兵庫県写真作家協会会員7
人の写真作品

原田の森ギャラリー
☎078・801・1591

■第35回玄心書道展 併催 玄心書道公
募展〈本館1・2階、東館1・2階〉㊐7
月2日㈮～4日㈰◯時10時～17時、最終日
は～16時◯料無料◯内書約800点
■第19回滴仙会書法展〈本館1・2階、
東館1・2階〉㊐7月9日㈮～11日㈰◯時10
時～17時、最終日は～16時◯料無料◯内書
約2600点
■鈴木佳代子展〈本館1階〉㊐7月13日
㈫～18日㈰◯時10時～17時30分、初日は
13時～、最終日は～16時◯料無料◯内洋画
約30点
■第42回神戸老眼大学会 写真部展〈
東館1階〉㊐7月13日㈫～18日㈰◯時10時
～17時、初日は12時～、最終日は～16
時◯料無料◯内写真約50点
■ひまわり書道教室 創立50周年記念
作品展〈本館2階〉㊐7月16日㈮～18日
㈰◯時10時～17時、最終日は～16時◯料無
料◯内書約200点
■兵庫県美育作家協会展〈本館1階〉
㊐7月21日㈬～25日㈰◯時10時～18時､最
終日は～16時◯料無料◯内洋画、水彩画、
彫塑、立体約35点
■Bon voyage 佐野儀雄・榮子遺作展
〈東館1・2階〉㊐7月21日㈬～25日
㈰◯時10時～18時（入場は17時30分ま
で）、最終日は～15時30分◯料無料◯内洋
画約150点
■兵庫県彫刻家連盟 50周年記念展〈本
館1階〉㊐7月27日㈫～8月1日㈰◯時10時
～18時、初日は13時～、最終日は～16
時◯料無料◯内彫刻約50点
■立体造形展〈東館1階〉㊐7月27日
㈫～8月1日㈰◯時10時～17時、初日は13
時～、最終日は～16時◯料無料◯内彫塑
等約20点
■南光園 絵画作品展「こころのせか
い」〈本館障害者アートギャラリー〉
㊐7月1日㈭～9月30日㈭◯時10時～18
時、初日は15時～、最終日は～12時◯料無
料◯内書、洋画約15点

■Curators in Panic ～ 横尾忠則展
　学芸員危機一髪

ひょうごアーティストサロン
☎078・321・2005

ⓒ OSAMU HARADA ／ KOJI HONPO

彎窠羅針　江戸時代、1９世紀［通期展示］
松浦史料博物館（九州国立博物館提供、
落合晴彦撮影）

《国宝 太刀 銘 国行（来）（号明石国行）》
鎌倉時代　刀剣博物館（公益財団法人日
本美術刀剣保存協会）　公開期間：７ 月 3
日㈯～ ８ 月 1 日㈰

かこさとし「コウノトリのコウちゃん」（小峰書店）

横尾忠則現代美術館
☎078・855・5607
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【
出
演
者
・
演
目
】「
子
ほ
め
」

桂
天
吾
、「
碁
敵
」南
光
、「
ど

う
ら
ん
の
幸
助
」
雀
三
郎
、

（
中
入
）、「
遊
山
船
」雀
三
郎
、

「
上
州
土
産
百
両
首
」〔
脚
色

・
く
ま
ざ
わ
あ
か
ね
〕
南
光

　

日
本
人
の
心
に
寄
り
添

う
童
謡
、
四
季
折
々
の
原

風
景
に
彩
ら
れ
た
唱
歌
、

そ
し
て
昭
和
・
平
成
の
時

代
に
人
々
の
胸
を
躍
ら
せ

た
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
…
。
お

馴
染
み
の
楽
曲
ば
か
り
を
、

日
本
を
代
表
す
る
声
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
美
し
い
歌

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
演
目
】「
入
間
川
」「
呂
蓮
」

「
千
鳥
」

【
出
演
】
野
村
万
作
、
野
村

萬
斎 

ほ
か

【
日
時
】
10
月
19
日
㈫
、
20

日
㈬
各
日
14
時

【
場
所
】阪
急 

中
ホ
ー
ル（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
６
０
０
０

円
、
Ｂ
席
４
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

唱
で
お
聴
き
い
た
だ
け
る
コ

ン
サ
ー
ト
。
独
唱
、
合
唱
と

さ
ま
ざ
ま
な
編
成
で
お
贈
り

し
ま
す
。
身
も
心
も
解
き
ほ

ぐ
す
、
至
福
の
と
き
を
。

【
曲
目
】
い
つ
の
日
か
（
童

謡
メ
ド
レ
ー
）、
浜
辺
の
歌
、

椰
子
の
実
、
夏
は
来
ぬ
、
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
、

ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
・
メ
ド

レ
ー 

ほ
か
（
予
定
）

【
出
演
】
指
揮
／
本
山
秀
毅
、

ピ
ア
ノ
／
關
口
康
祐
、
独
唱

・
合
唱
／
び
わ
湖
ホ
ー
ル
声

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

【
日
時
】
９
月
10
日
㈮
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ 

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
２
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

　

毎
年
恒
例
の
万
作
萬
斎
狂

言
。
卒
寿
を
迎
え
た
人
間
国

ジェントル・フォレスト・ジャズ・バンド

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

7
月
発
売
予
定
公
演

9
日
㈮
発
売

31
日
㈯
発
売

森 好文

　

無
数
の
流
れ
星
が
ふ
り
そ

そ
ぎ
、
動
き
出
し
た
グ
リ
ム

兄
弟
の
銅
像
！ 
あ
ら
わ
れ

た
の
は
、「
白
雪
姫
」？
「
ブ

レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」？ 
ど

こ
か
お
か
し
な
物
語
の
登
場

人
物
た
ち
。
グ
リ
ム
童
話
で

お
な
じ
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
、
歌
や
踊
り
、
笑
い
に
乗

せ
て
メ
ル
ヘ
ン
の
旅
を
お
届

け
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
よ

く
知
っ
て
い
る
は
ず
の
登
場

人
物
た
ち
が
、
予
想
外
の
お

話
を
繰
り
広
げ
る
ピ
ッ
コ
ロ

劇
団
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
。

【
作
】
早
船 

聡
（
サ
ス
ペ
ン

デ
ッ
ズ
）

【
演
出
】
平
井
久
美
子
（
ピ

ッ
コ
ロ
劇
団
）

【
音
楽
】
園
田
容
子

【
出
演
】
森 

好
文
、
橘 

義
、

金
田
萌
果
、
吉
村
祐
樹
、
鈴

木
あ
ぐ
り
、
風
太
郎
、
杏
華
、

森 

万
紀
、
今
仲
ひ
ろ
し
、
木

村
美
憂
、
中
川
義
文
、
岡
田 

力【
日
時
】
8
月
7
㈯
11
時
・

15
時
、
8
日
㈰
11
時
・
15
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
2
5
0
0
円
、

高
校
生
以
下
1
5
0
0
円
、

セ
ッ
ト
券
（
一
般
＋
高
校
生
以

下
）3
5
0
0
円（
全
席
指
定
）

 
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

  
「
グ
リ
ム
兄
弟
！  

〜
み
ん
な
の
メ
ル
ヘ
ン

き
か
せ
て
ダ
ン
ケ
〜
」

 

２
０
２
１　

ピ
ッ
コ
ロ
寄
席

 

桂
枝
雀
一
門
「
南
光 

雀
三
郎 

二
人
会
」

　
　
世
界
音
楽
図
鑑

　
　
黄
昏
の
ス
ウ
ィ
ン
グ
！

　
　
　
　
～
ジ
ェ
ン
ト
ル・フ
ォ
レ
ス
ト・ジ
ャ
ズ・バ
ン
ド

　

お
洒
落
で
楽
し
い
ビ
ッ
グ

バ
ン
ド
。
デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン

ト
ン
、
カ
ウ
ン
ト
・
ベ
イ
ジ
ー

な
ど
先
人
た
ち
へ
の
リ
ス
ペ

ク
ト
を
感
じ
る
圧
巻
の
ブ
ラ

ス
・
サ
ウ
ン
ド
。
カ
ラ
フ
ル
で

レ
ト
ロ
な
ド
レ
ス
に
身
を
包

み
キ
ュ
ー
ト
な
歌
声
が
光
る

シ
ス
タ
ー
ズ
。
陽
気
で
軽
快

な
ダ
ン
ス
、
リ
ン
デ
ィ
ー
ホ
ッ

プ
。
ま
る
で
こ
こ
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
全
盛
期

の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
！

【
曲
目
】「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」

「
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」

等 

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
名
曲

か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
ま
で

【
出
演
】
ジ
ェ
ン
ト
ル
・
フ
ォ

レ
ス
ト
・
ジ
ャ
ズ
・
バ
ン
ド
、

ダ
ン
ス
（
リ
ン
デ
ィ
ー
ポ
ッ

プ
）
／
ア
モ
ー
レ
＆
ル
ル

びわ湖ホール声楽アンサンブル

　

元
禄
時
代
の
二
つ
の
恋
の

情
景
が
、
２
０
２
１
年
の
我

々
に
問
い
か
け
る
こ
と
と

は
？ 

現
代
演
劇
の
金
字
塔

に
、長
塚
圭
史
が
挑
み
ま
す
。

　

庶
民
文
化
が
華
や
い
だ
元

禄
の
大
阪
。
遊
廓
・
新
町
に

咲
い
た
境
遇
の
違
う
二
つ
の

恋
。
格
差
が
問
わ
れ
る
現
在

に
つ
な
が
る
、
新
た
な
「
近

松
心
中
物
語
」
を
創
り
上
げ

ま
す
。

【
作
】
秋
元
松
代

【
演
出
】
長
塚
圭
史

【
出
演
】
田
中
哲
司
、
松
田

龍
平
、
笹
本
玲
奈
、
石
橋
静

河 

ほ
か

【
日
時
】
10
月
８
日
㈮
18
時
、

９
日
㈯
13
時
、
10
日
㈰
13
時

【
場
所
】阪
急 

中
ホ
ー
ル（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
８
５
０
０

円
、
Ｂ
席
５
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

近
松
心
中
物
語

　

児
童
劇
団
の
パ
イ
オ
ニ

ア
、劇
団
風
の
子
九
州
の「
ぴ

ー
か
ぶ
ー
」
は
、
３
人
の
俳

優
が
楽
器
や
布
な
ど
の
小
道

具
を
使
い
、
日
本
の
童
謡
を

取
り
入
れ
た
乳
幼
児
む
け
の

作
品
で
す
。
優
し
く
豊
か
な

時
間
を
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

お
過
ご
し
下
さ
い
。

【
日
時
】
９
月
10
日
㈮
10
時

・
11
時
30
分

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
中
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
こ
ど
も
５
０
０

円
、お
と
な
１
０
０
０
円（
全

席
自
由
）

【
対
象
年
齢
】２
～
３
歳
（
０

～
1
歳
児
も
入
場
可
）

【
上
演
時
間
】
約
40
分

 

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
鑑
賞
劇
場

  

シ
ア
タ
ー
ス
タ
ー
ト

劇
団
風
の
子
九
州
「
ぴ
ー
か
ぶ
ー
」

小曽根 真

万
作
萬
斎
狂
言

宝
・
野
村
万
作
を
筆
頭
に
、

古
典
芸
能
に
と
ど
ま
ら
ず
映

像
・
舞
台
と
幅
広
く
活
躍
す

る
野
村
萬
斎
ら
一
門
に
よ
り

至
高
の
芸
を
披
露
し
ま
す
。

　

野
村
萬
斎
に
よ
る
や
さ
し

い
解
説
付
き
で
、
狂
言
に
馴

染
み
の
な
い
方
も
安
心
し
て

ご
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。
秋

の
一
時
、
あ
た
た
か
な
笑
い

誕
80
年
日
本
ツ
ア
ー
」
を
行

う
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た

矢
先
で
し
た
。
当
初
そ
の
ツ

ア
ー
で
チ
ッ
ク
と
の
共
演
を

予
定
し
て
い
た
二
人 

小
曽

根
真
と
上
原
ひ
ろ
み
に
よ
る

ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

が
こ
の
た
び
実
現
。
チ
ッ
ク

の
レ
ガ
シ
ー
を
受
け
継
ぐ
世

界
的
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト

た
ち
の
共
演
を
お
楽
し
み
に
。

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
小
曽
根 

真
、
上
原
ひ
ろ
み

（
演
目
は
当
日
の
お
楽
し
み
）

【
日
時
】
９
月
26
日
㈰
15
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ 

大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
８
０
０
０

円
、
Ｂ
席
６
０
０
０
円
、
Ｃ

席
４
０
０
０
円
、
Ｄ
席
２
０

０
０
円
（
全
席
指
定
）

　

今
年
２
月
に
急
逝
し
た
チ

ッ
ク
・
コ
リ
ア
。今
秋
に「
生

～T
ribute to C

hick C
orea

～

小
曽
根
真
×
上
原
ひ
ろ
み

©Kazuyoshi Shimomura

チケットを購入されるお客様へ
新型コロナウイルス感染防止対策にご理解とご
協力をお願いいたします。 
※座席は、業種別ガイドラインに基づき、隣席

を空けない配席で販売します。
※マスクを着用されていない方はご入場できま

せん（マウスシールド不可）。 
※平熱より1℃以上、もしくは37.5℃以上の発熱

がある方は入場をお断りさせていただきま
す。 

※来場者情報を把握するため、芸術文化セン
ターでのチケットのご購入は芸術文化セン
ター先行予約会員の登録（無料）が必要です。 
お一人様2枚までとさせていただきます。

※掲載の情報は、都合により変更になる可能性
がございます。最新の情報につきましては、
当センターウェブサイト等をご確認くださ
い。

【
日
時
】
8
月
21
日
㈯
14
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
3
0
0
0
円
、

高
校
生
以
下
1
5
0
0
円（
全

席
指
定
）

橘 義

金田萌果

　
　
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
美
し
い
日
本
の
歌

　
　
　
　
～
び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

【
日
時
】９
月
23
日
（
木
・
祝
）

16
時

【
場
所
】阪
急 

中
ホ
ー
ル（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】４
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

上原 ひろみ
©Muga Miyahara

野村 万作

野村 萬斎

10
日
㈯
発
売

笹本 玲奈 田中 哲司 松田 龍平 石橋 静河
©JUNJI HATA

※
客
席
は
定
員
の
半
数

と
し
ま
す
。

※
劇
場
内
で
は
、
マ
ス

ク
着
用
、
検
温
、
手
指

の
消
毒
等
、
感
染
予
防

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
急
遽
、中
止
・
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



毎月 1 回 1 日発行すずかけ・ ７ 月号⑸　令和３年７月1日

安
定
し
た
歌
唱
力
で
注
目
の
逸
材

第283回

令
和
２
年
度
坂
井
時
忠
音
楽
賞
受
賞
者

声
楽
家
（
バ
リ
ト
ン
） 

桝ま
す

　
貴た

か

し志 

さ
ん
　

素
顔
拝
見

　

大
阪
音
楽
大
学
声
楽
科

卒
、
新
国
立
劇
場
オ
ペ
ラ
研

修
所
第
5
期
生
修
了
。
存
在

感
あ
る
演
唱
が
高
評
価
を
得
、

注
目
さ
れ
る
逸
材
。「
安
定

し
た
歌
唱
力
に
豊
か
な
声
量
。

人
間
的
魅
力
も
あ
り
、
今
後

さ
ら
に
円
熟
味
を
加
え
て
素

晴
ら
し
い
声
楽
家
と
な
る
こ

と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と

西
宮
音
楽
協
会
事
務
局
長
・

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
パ
ー
ソ
ネ
ル
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
服
部
喜
久
男
さ
ん
は

期
待
す
る
。
11
月
５
日
㈮
に

は
受
賞
記
念
の
リ
サ
イ
タ
ル

が
兵
庫
県
民
会
館
け
ん
み
ん

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
予
定
だ
。

臨
み
ま
し
た
。
一
番
好
き
な

の
は
音
楽
だ
と
思
っ
た
か
ら

で
す
」
と
振
り
返
る
。
副
専

科
で
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
を
選
択
。
1
週
間
に
音
楽

の
授
業
が
12
時
間
も
あ
る
音

楽
漬
け
の
日
々
を
過
ご
し
た
。

　

努
力
が
実
り
、3
年
の
秋
、

第
51
回
瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽

祭
・
第
6
回
全
日
本
高
等
学

校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優

秀
賞（
第
1
位
）に
輝
い
た
。
奈

良
県
か
ら
は
初
の
快
挙
だ
っ

た
。そ
の
後
、大
阪
音
大
を
首

席
で
卒
業
し
新
国
立
劇
場
オ

ペ
ラ
研
修
所
に
。
桝
さ
ん
は

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
彩
り
を
―

―
桝
さ
ん
と
妻
で
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
の
高
嶋
優ゆ

は羽
さ
ん
は
昨

年
秋
、
ピ
ア
ノ
・
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
伴
奏
で
歌
っ
た
C
D

ア
ル
バ
ム
「
昭
和
ロ
マ
ン
～

美
し
き
日
本
の
残
像
」
を
制

作
、
好
評
だ
。「
長
崎
の
鐘
」

「
荒
城
の
月
」「
庭
の
千
草
」

な
ど
22
曲
を
収
録
。
1
枚
3

千
円
（
税
抜
き
）。
購
入
や

問
い
合
わ
せ
は
「
カ
リ
ス
レ

コ
ー
ド
」（
0
5
0
・
7
1
1

7
・
2
6
5
3
）
へ
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
歌
う
こ
と

が
大
好
き
。
小
学
2
年
か
ら

は
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
習
い
始

め
、
サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
も

楽
し
ん
だ
。
中
学
3
年
時
、

担
任
教
諭
と
の
三
者
懇
談
が

声
楽
家
へ
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
。
担
任
に
成
績
が
良
い

音
楽
を
や
っ
た
ら
と
勧
め
ら

れ
音
楽
担
当
教
諭
と
話
す

う
ち
、
奈
良
県
内
に
は
県

立
高た

か
ま
ど円

高
校
に
唯
一
の
音

楽
科
が
あ
る
と
知
ら
さ
れ

受
験
。
結
果
、
聴
音
な
ど

も
ク
リ
ア
し
、
見
事
に
合

格
。「
本
気
で
プ
ロ
の
声
楽

家
を
目
指
そ
う
と
試
験
に

ペ
ラ
新
人
賞
受
賞
に
よ
り
研

修
生
と
し
て
助
成
を
受
け
、

米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
1

年
半
留
学
し
研け

ん
さ
ん鑽

し
た
。

　

バ
リ
ト
ン
は
テ
ノ
ー
ル
と

バ
ス
の
中
間
の
男
性
声
域
。

「
私
の
声
は
テ
ノ
ー
ル
に
近

い
ハ
イ
バ
リ
ト
ン
で
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
も

歌
え
る
の
が
強
み
で
す
ね
」

「
映
像
や
C
D
を
何
度
も
見

聞
き
し
て
歌
い
方
を
つ
か

み
、
良
い
部
分
を
参
考
に
感

覚
、
五
感
に
覚
え
さ
せ
て
習

得
。
瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽
祭

で
は
初
回
優
勝
者
で
大
好
き

奈良市出身。二期会、日本
演奏連盟、堺シティオペラ。
西宮音楽協会各会員。第
２７回奏楽堂日本歌曲コン
クール第１位・木下記念賞

（金）・中田喜直賞を併せて
受賞ほか著名な賞を受賞。
各地で様々なオペラ、オペ
レッタ、ソロリサイタルに出
演。西宮市在住、４１歳。

な
故
・
立
川
清
登
さ
ん
の
Ｃ

Ｄ
を
百
回
以
上
も
聞
き
な
が

ら
練
習
し
ま
し
た
」
と
心
地

良
い
美
声
で
語
っ
た
。
当
た

り
役
は
オ
ペ
ラ
「
セ
ビ
リ
ア

の
理
髪
師
」
の
フ
ィ
ガ
ロ
。

ヴ
ァ
チ
カ
ン
国
際
音
楽
祭
2

0
1
8
に
出
演
し
、
サ
ン
ピ

エ
ト
ロ
大
聖
堂
で
ミ
サ
曲
な

ど
を
演
奏
後
、
枢す

う
き
き
ょ
う

機
卿
と
握

手
を
交
わ
し
た
こ
と
が
今
も

忘
れ
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
を
は
じ
め
国
内
外
の
ホ
ー

ル
で
の
オ
ペ
ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
な
ど
に
も
多
数
出
演
。

　

今
回
の
受
賞
に
は
「
名
誉

あ
る
賞
を
頂
き
、
と
て
も
光
栄

で
す
。
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う

身
を
引
き
締
め
、
自
分
に
し

か
な
い
魅
力
を
持
っ
た
声
楽

家
を
目
指
し
精
進
し
ま
す
」

故
郷
で
の
山
歩
き
が
趣
味
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
の
日
々
。
懐
か
し
い
日
本

最
年
少
で
の
研
修
所

入
学
者
だ
と
い
う
。

　

第
37
回
イ
タ
リ
ア

声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
・

ミ
ラ
ノ
大
賞
受
賞
で

副
賞
と
し
て
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
音
楽
院
に
1
年

間
、
ま
た
第
22
回
五

島
記
念
文
化
財
団
オ

息もぴったり。夫婦で演奏し収録したCD

五島記念文化財団オペラ新人賞海
外研修成果発表リサイタルで熱唱
する桝さん＝2020年、東京都内で

◆
昨
年
12
月
に
兵
庫
県
公
館
へ

「
正
井
公
華
展
」
を
見
に
行
き
、

気
の
遠
く
な
る
様
な
細
か
い
仕

事
に
感
動
し
ま
し
た
。
７
月
に

体
験
教
室
が
開
か
れ
る
様
な
の

で
思
い
切
っ
て
申
込
ん
で
み
ま

し
た
。
私
に
も
出
来
る
か
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。（
西
宮
市
・

Ｉ
）

★
幸
せ
を
呼
ぶ
可
愛
い
「
ふ
く

ろ
う
」
を
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス

で
作
り
ま
す
。
初
心
者
の
方
で

も
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
講
座

で
す
の
で
、
楽
し
い
時
間
を
お

着【
選
者
】「
名
人
」＝
赤
井
花
城
、

大
谷
慧
水
、「
歩
く
」
＝
矢
沢

和
女
、
門
前
喜
康
、「
川
」
＝

小
西
博
稀
、
山
内
迪

【
発
表
大
会
】
２
月
20
日
㈰
10

時（
加
古
川
市
総
合
福
祉
会
館
）

兵
庫
短
歌
祭

【
作
品
】一
人
一
首（
歌
題
な
し
。

未
発
表
作
品
に
限
る
）

【
応
募
料
】
１
０
０
０
円
（
無

記
名
の
郵
便
定
額
小
為
替
を
歌

稿
に
同
封
）

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
ま
た

は
Ａ
４
の
原
稿
用
紙
に
〒
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
、作
品
一
首
を
明
記
し
、

応
募
料
を
添
え
て
郵
送
。

【
応
募
先
】
〒
６
７
６-

０
８

０
７ 

高
砂
市
米
田
町
島
２
６

９-

６ 

吉
田
千
代
美
方
「
ふ

れ
あ
い
の
祭
典
兵
庫
短
歌
祭
作

品
係
」
☎︎
０
７
９
・
４
３
２
・

１
９
８
５

【
締
切
】
８
月
21
日
㈯
（
当
日

限
る
。
重
複
投
句
不
可
）

【
応
募
料
】
１
０
０
０
円
（
郵

便
定
額
小
為
替
を
句
稿
に
同

封
）

【
応
募
方
法
】
所
定
の
事
前
投

句
応
募
用
紙
（
コ
ピ
ー
可
）に
、

〒
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
大
会
へ
の
出
欠
、

作
品
を
楷
書
で
明
記
し
て
郵
送
。

【
応
募
先
】
〒
６
７
５-

８
５

０
１ 

加
古
川
市
加
古
川
町
北

在
家
２
０
０
０ 

加
古
川
市
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
課
内 

兵
庫
県

川
柳
祭
加
古
川
市
実
行
委
員
会

宛【
応
募
締
切
】
９
月
13
日
㈪
必

ふ
れ
あ
い
の
祭
典 

文
芸
作
品

を
募
集
し
ま
す
。　

兵
庫
県
川
柳
祭
in
加
古
川

【
作
品
】課
題
「
名
人
」「
歩
く
」

「
川
」

＊
各
題
一
句
（
未
発
表
作
品
に

消
印
有
効
）

【
選
者
】阿
木
津
英
、塚
本
靑
史
、

兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
顧
問
、
幹

を
多
数
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

当
時
レ
コ
ー
ド
に
録
音
さ
れ
た

唱
歌
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
会
期
】
７
月
17
日
㈯
～
９
月

５
日
㈰

【
開
館
時
間
】
10
時
～
17
時
、

入
館
は
16
時
30
分
ま
で

【
休
館
日
】
月
曜
日
、
た
だ
し

８
月
９
日
（
月
・
振
休
）
は
開

館
し
、
翌
10
日
㈫
休
館

【
観
覧
料
】大
人
５
０
０
円
（
当

協
会
友
の
会
会
員
は
４
０
０

円
）、
70
歳
以
上
２
５
０
円
、

大
学
生
３
５
０
円
、
高
校
生
以

下
無
料

【
場
所
】
兵
庫
県
立
歴
史
博
物

館
（
姫
路
市
本
町
68
）
☎︎
０
７

９
・
２
８
８
・
９
０
１
１

音
楽
に
出
会
っ
た
幕
末
か
ら
、

唱
歌
が
身
近
な
も
の
に
な
っ
た

明
治
の
終
わ
り
ま
で
、
明
治
日

本
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
流
れ

と
そ
の
影
響
を
、「
入
江
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
を
中
心
と
す
る
当

館
所
蔵
資
料
か
ら
初
公
開
資
料

　

西
洋
音
楽
が
本
格
的
に
日
本

に
導
入
さ
れ
た
の
は
明
治
期
。

多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
小

学
校
で
習
う
唱
歌
が
最
初
に
出

会
う
西
洋
音
楽
で
し
た
。
そ
し

て
唱
歌
が
生
れ
て
約
１
４
０
年

経
つ
今
、
世
代
を
問
わ
ず
広
く

親
し
ま
れ
伝
統
的
な
日
本
の
歌

と
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
私
た
ち

の
身
体
に
な
じ
ん
で
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
日
本
人
が
西
洋

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
チ
ケ
ッ
ト
を

抽
選
で
５
組
10
人
に
。
応
募
方

法
は
本
紙
３
面
。
14
日
㈬
必
着

事 
ほ
か

【
発
表
大
会
】
11
月
14
日
㈰
13

時
30
分
（
神
戸
市
勤
労
会
館
）

詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご

【
朗
読
者
募
集
】
３
分
以
内
の

自
作
詩
の
朗
読
者
募
集
。
テ
ー

マ
は
自
由
。（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

【
応
募
料
】
無
料

【
応
募
方
法
】〒
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
応
募
。

【
応
募
先
】
〒
６
７
６-

０
８
１

５　

高
砂
市
阿
弥
陀
１-

11-

24 

詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
朗
読

詩
担
当 

高
谷
和
幸
宛
、E

-m
ail 

takatani_kk@
yahoo.co.jp

【
締
切
】
８
月
31
日
㈫
必
着

【
発
表
大
会
】
10
月
３
日
㈰
13

時
30
分
（
神
戸
市
教
育
会
館
）

ふれあいの祭典

「兵庫県川柳祭in加古川」
「兵庫短歌祭」

「詩のフェスタひょうご」

☆作品を募集します☆

地理教育　鉄道唱歌　第一集
1900（明治33）年　兵庫県立歴
史博物館蔵（入江コレクション）

特別企画展

唱歌！ 西洋音楽がやって来た
― 明治の音楽と社会 ―

7月17日㈯～9月5日㈰

　みなさまのご意見、ご感想をお寄せく
ださい。（なお、ご趣旨に沿って、文章を修
正させていただくことがあります）
★ 〒650-0011 神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通

4-16-3（公財）兵庫県芸術文化協会「す
ずかけ」係へ。

FAX、eメール可★FAX 0７８· 321· 213９
eメール： sinkoubu@hyogo-arts.or.jp 会　期	 令和 3 年 7月 9 日 ㈮～11日 ㈰ 午前 1０ 時～午後 5 時

（最終日は午後4時まで）

会　場	 兵庫県立美術館	王子分館	原田の森ギャラリー

主　催	 書道研究　滴仙会　理事長　伊藤一翔
後　援	 大阪府、兵庫県、大阪市、神戸市、宮古島市、大阪府議会、兵庫県議会
	 兵庫県教育委員会、大阪市教育委員会、神戸市教育委員会
	 宮古島市教育委員会、兵庫県芸術文化協会
	 読売新聞神戸総局、神戸新聞社、サンテレビジョン、兵庫県書作家協会

滴仙会　〒650‐0024　神戸市中央区海岸通 ８ 神港ビルヂング624　☎07８‐391‐501８

（一般の部・学生の部）

第1９回第1９回 滴仙会書法展滴仙会書法展

http://tekisenkai.com

過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

◆
展
覧
会
特
別
鑑
賞
講
座
で

「
頴
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
見
せ

て
い
た
だ
き
、
個
人
の
気
合
い

の
入
っ
た
蒐
集
の
素
晴
ら
し
さ

に
目
覚
め
ま
し
た
。
期
待
も
増

し
「
今
見
て
お
か
な
い
と
」
と

い
う
気
持
ち
で
す
。（
加
古
川
市

・
Ｏ
）

★
作
品
解
説
の
後
す
ぐ
の
鑑
賞

で
「
じ
っ
く
り
興
味
を
も
っ
て

鑑
賞
で
き
た
」「
視
野
が
ひ
ろ
が

っ
た
」
な
ど
好
評
を
い
た
だ
い

た
生
活
文
化
大
学
短
期
講
座
。

現
在
は
７
月
24
日
㈯
開
催
の「
美

術
品
輸
送
講
座
」
の
受
講
生
を

募
集
中
で
す
。
世
界
の
名
画
や

国
宝
級
の
工
芸
品
な
ど
が
美
術

館
・
博
物
館
で
鑑
賞
で
き
る
裏

側
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
陰
の

立
役
者
・
美
術
品
輸
送
の
プ
ロ

の
存
在
あ
り
。
展
覧
会
特
別
鑑

賞
講
座
の
次
は
そ
ん
な
展
覧
会

の
裏
側
の
話
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。（
事
務
局
）



すずかけ・ ７ 月号 令和３年７月1日　⑹毎月 1 回 1 日発行

フレンチのような昼御膳

国宝・重文
ひょうごの

そぞろ歩きそぞろ歩き

  地域の文化情報

第第3333回回
丹波の森丹波の森ウッドクラフトウッドクラフト展展

作品募集

丹 波

お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

国
重
文
の
多た

宝ほ
う
と
う塔　

　
　
　

都
会
の
賑
わ
い
の
そ
ば
に
室
町
期
の
名
建
築

和
の
文
化
の
催
し
も
、
料
亭
松ま

つ
廼の

や家

　

だ
が
、
平
成
７

（
１
９
９
５
）
年

の
阪
神
淡
路
大
震

災
で
全
壊
し
た
。

そ
の
後
、
三
宮
の

駅
ビ
ル
で
懐
石
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て

営
業
し
、
去
年
12

名
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続

ド
ラ
マ
で
す
っ
か
り
全

国
区
に
な
っ
た
。

　

海
側
を
の
ぞ
む
眺
め

は
素
晴
ら
し
い
。
そ
ば

の
北
野
観
光
案
内
所

い
竹
中
大
工
道
具
館
は
ぜ
ひ

一
度
行
か
れ
る
と
よ
い
。

の
み
、
鋸

の
こ
ぎ
り

、
鉋か

ん
な

と
い
っ
た

道
具
を
は
じ
め
、
日
本
の
鋸

は
引
い
て
切
る
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
や
中
国
は
押
し
て
切
る

と
い
っ
た
知
識
が
得
ら
れ
る
。

　

展
示
の
中
に
あ
っ
た
、
棟

梁
の
仕
事
は
「
人
を
信
頼
し

て
任
せ
る
こ
と
だ
」
と
い
う

言
葉
が
心
に
残
っ
た
。

精緻な木組み 国指定 重要文化財の多宝塔

建
築
を
知
る
う
え
で
貴
重

だ
、
と
い
う
。

　

重
文
指
定
は
昭
和
46
（
１

９
７
１
）
年
と
比
較
的
新
し

い
。

　

徳
光
院
は
、
川
崎
造
船
所

（
現
川
崎
重
工
業
）
の
創
始

者
、
川
崎
正
蔵
翁
（
１
８
３

７
～
１
９
１
２
）
が
明
治
39

（
１
９
０
６
）
年
に
建
て
た

臨
済
宗
天
龍
寺
派
の
お
寺
で

あ
る
。
も
と
は
7
世
紀
に
創

も
文
明
10

（
１
４
７
８
）

年
の
銘
が
あ

る
。
複
数
回

の
移
築
に
も

か
か
わ
ら
ず

当
初
の
遺
構

が
よ
く
残
さ

れ
、
室
町
期

る
。

　

異
人
館
街
を
歩
い

て
、
風
見
鶏
の
館
に
行

く
。
再
び
坂
道
で
息
を

は
ず
ま
せ
た
。

　

神
戸
で
異
人
館
と
い

え
ば
、
こ
の
建
物
が
有

神
戸
は
坂
の
街
で
あ
る
。

中
央
区
熊
内
6
丁
目
の
バ
ス

停
か
ら
坂
道
を
の
ぼ
る
。
息

が
切
れ
る
こ
ろ
、
徳と

っ
こ
う
い
ん

光
院
に

着
く
。

　

三
宮
の
喧
騒
か
ら
ご
く
わ

ず
か
の
時
間
で
、
静
寂
の
ど

真
ん
中
に
居
ら
れ
る
。
神
戸

に
住
ん
で
四
十
年
近
く
に
な

る
が
、
こ
ん
な
所
が
あ
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。

　

国
の
重
要
文
化
財
、
多た

宝ほ
う

塔と
う

が
あ
る
。
二
層
（
二
階
建

て
）
の
建
物
で
あ
る
。
一
層

は
平
面
図
で
見
る
と
正
方

形
、
二
層
は
円
形
だ
。
軒
の

木
組
み
を
見
る
と
、
実
に
精

緻
で
あ
る
。

　

神
戸
市
教
育
委
員
会
が
設

置
し
た
説
明
板
に
よ
る
と
、

木
組
み
の
一
部
に
室
町
時
代

の
文
明
5
（
１
４
７
３
）
年

の
墨
書
き
が
見
ら
れ
、
柱
に

徳
とっこういん
光 院

（神戸市）

風見鶏の館。国の重要文化財だ

建
さ
れ
た
滝り

ゅ
う
し
ょ
う
じ

勝
寺
の
跡
と
い

う
。

　

明
治
に
創
建
さ
れ
た
寺
に

な
ぜ
室
町
期
の
建
物
が
あ
る

の
か
。

　

多
宝
塔
は
、
垂
水
区
の
明

王
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
川
崎

正
蔵
翁
が
譲
り
受
け
、
明
治

33
（
１
９
０
０
）
年
に
中
央

区
布
引
の
川
崎
邸
に
移
築
、

そ
れ
を
さ
ら
に
昭
和
13
（
１

円
、
税
込
み
）
を
食
し
た
。

　

明
石
だ
こ
の
う
ま
煮
な
ど

の
兵
庫
県
産
の
素
材
を
使
っ

た
こ
だ
わ
り
の
品
が
並
ぶ
。

　

松
廼
家
は
神
戸
・
花
隈
で

大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
創

業
さ
れ
た
老
舗
料
亭
で
あ
る
。

月
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
三
宮
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
で
再
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

　

料
理
の
ほ
か
に
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
を
催
す
な
ど
新
た
な

趣
向
を
凝
ら
し
た
文
化
事
業

が
好
評
を
得
て
い
る
。

　

松
廼
家
４
代
目
女
将
の
鵜

殿
麻
里
絵
さ
ん
は
「
こ
だ
わ

り
を
持
っ
た
料
亭
ら
し
い
食

文
化
を
は
じ
め
、
伝
統
楽
器

の
演
奏
や
落
語
な
ど
﹃
和
の

文
化
﹄
を
提
供
す
る
場
と
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

　

優
れ
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
作

品
の
募
集
と
展
示
、
文
化
の

向
上
を
目
的
と
し
た
木
工
の

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
「
第
33
回

丹
波
の
森
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展

（
木
の
お
も
ち
ゃ
大
賞
展
）」

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

に
な
っ
た
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト

展
で
す
が
、
今
年
は
準
グ
ラ

ン
プ
リ
の
賞
金
ア
ッ
プ
や
、

新
た
な
審
査
員
一
名
を
お
迎

え
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

木
工
の
経
験
が
な
い
方

も
、
こ
れ
を
機
会
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
一
般
の
部
応
募
要
項

【
趣
旨
】
集
合
！
遊
・
戯
れ

・
木
の
ぬ
く
も
り
／
人
に
優

し
い
木
を
素
材
と
し
、
遊
び

心
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自

分
の
手
で
創
造
の
喜
び
を
創

り
だ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
応
募
作
品
部
門
】
自
由
作

品
部
門
／
本
展
趣
旨
に
も
と

づ
く
自
由
な
作
品
、
指
定
テ

ー
マ
作
品
部
門
／
テ
ー
マ
:

﹃
転
換
﹄　

あ
な
た
の
考
え
る

﹃
転
換
﹄
を
形
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【
応
募
作
品
】
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
未
発
表
の
作
品
。
2
点
ま

で
。
共
同
グ
ル
ー
プ
制
作
も

可
。

【
作
品
規
格
】
本
展
趣
旨
を

踏
ま
え
た
遊
び
心
を
感
じ
さ

せ
る
木
の
素
材
を
活
か
し
た

お
も
ち
ゃ
で
あ
る
こ
と
。
幅

・
奥
行
・
高
さ
の
合
計
が
3

ｍ
以
内
か
つ
一
辺
の
最
長
が

1
・
5
ｍ
以
内
（
組
み
作
品

は
展
示
時
の
大
き
さ
）

【
出
展
料
】
１
点
に
つ
き
3

0
0
0
円
（
短
大
・
大
学
・

専
門
学
校
生
は
1
0
0
0
円
）

【
申
込
期
間
】
8
月
14
日
㈯

ま
で
（
消
印
有
効
）

【
審
査
員
】
渋
谷
寿
（
名
古

屋
女
子
大
学
教
授
）、
中
井

秀
樹
（
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ

ナ
ー
）、
尾
﨑
織
女
（
日
本

玩
具
博
物
館
学
芸
員
）

【
賞
】
文
部
科
学
大
臣
賞
、

兵
庫
県
知
事
賞
、
丹
波
市
長

賞
ほ
か

【
応
募
方
法
】
出
展
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

出
展
料
と
と
も
に
申
込
み
。

【
展
示
会
】
会
期
／
9
月
11

日
㈯
～
26
日
㈰
（
13
日
㈪
、

21
日
㈫
休
館
）、
9
時
～
17

時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）、

場
所
／
兵
庫
県
立
丹
波
年
輪

の
里
・
木
の
館
ホ
ー
ル
、
観

覧
料
／
無
料
。
全
応
募
作
品

を
展
示
。

【
問
い
合
わ
せ
】
丹
波
の
森

ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展
実
行
委

員
会
事
務
局
☎︎
 ０
７
９
５
・

７
３
・
０
７
２
５

徳光院徳光院

30

32

●竹中大工道具館●竹中大工道具館

●風見鶏の館●風見鶏の館
●北野観光案内所●北野観光案内所

●松廼家●松廼家

JR新神戸駅

三宮駅

山陽新幹
線

2

▼
徳
光
院
=
中
央
区
葺
合
町

布
引
山
２
︱
３
。
新
幹
線
新
神

戸
駅
、
地
下
鉄
新
神
戸
駅
か
ら

徒
歩
約
15
分
。
本
堂
に
掲
げ
て

あ
る
山
号
の
字
は
松
方
正
義
の

筆
。
☎
０
７
８
・
２
２
１
・
５
４

０
０

▼
松
廼
家
=
中
央
区
北
野
町
４

丁
目
２
︱
５
。
三
宮
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
は
和
風
の
主
屋
に
洋
風
の

応
接
間
を
つ
な
い
だ
和
洋
折
衷

の
建
造
物
。
月
曜
休
み
。
☎
０

７
８
・
８
６
２
・
６
０
７
７

▼
風
見
鶏
の
館
=
中
央
区
北

野
町
３
丁
目
13
︱
３
。
９
時
~

1８
時
。
Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
駅
、
阪
急

阪
神
、
地
下
鉄
三
宮
駅
か
ら
北

へ
徒
歩
約
15
分
。
シ
テ
ィ
ー
ル

ー
プ
バ
ス
北
野
異
人
館
か
ら
徒

歩
５
分
。
定
休
日
は
２
月
、
６

月
の
第
１
火
曜
︵
祝
日
の
場
合

は
翌
日
休
み
︶
。
５
０
０
円
。

高
校
生
以
下
、
65
歳
以
上
の

神
戸
市
民
、
障
が
い
者
等
は
無

料
。
☎
０
７
８
・
２
４
２
・
３
２

２
３

▼
北
野
観
光
案
内
所
=
中
央

区
北
野
町
３
丁
目
10
︱
20
。
☎

０
７
８
・
２
５
１
・
８
３
６
０

▼
神
戸
北
野
異
人
館
街
=
い
わ

ゆ
る
異
人
館
は
公
開
し
て
い
る

も
の
だ
け
で
16
箇
所
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
耐
震
工
事
な
ど
で
休

館
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

▼
竹
中
大
工
道
具
館
=
中
央

区
熊
内
町
７
︱
５
︱
１
。
新
幹

線
、
地
下
鉄
の
新
神
戸
駅
か
ら

徒
歩
約
３
分
。
９
時
半
~
16
時

半
。
月
曜
休
み
。一
般
７
０
０

円
、
65
歳
以
上
と
大
学
・
高
校

生
は
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下

と
障
が
い
者
手
帳
所
持
の
人

お
よ
び
介
護
者
１
人
は
無
料
。

☎
０
７
８
・
２
４
２
・
０
２
１
６

竹中大工道具館
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９
３
８
）
年

に
現
在
地
へ

移
し
た
の
だ

っ
た
。

　

お
昼
は
、

中
央
区
北
野

町
の
松ま

つ
廼の

や家

で
昼
御
膳

（
２
７
５
０

鵜殿麻里絵さん

で
、
風
見
鶏
の
館
の
前
に
あ

る
広
場
の
名
を
尋
ね
た
。

　
「
北
野
町
広
場
で
す
。
以

前
は
休
日
な
ど
大
道
芸
で
賑

わ
っ
た
の
で
す
が
…
…
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
っ
ぱ
り
ら

し
い
。

　

新
幹
線
の
新
神
戸
駅
に
近


